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町では、21世紀を担う子どもたちに、国際感覚を身につけてもらおうと
平成11年から中学生を海外に派遣しています。今年も8月13日から20日
までの8日間、生徒22人をオーストラリアのケアンズに派遣しました。
参加した子どもたちは、『ホームステイ』や『体験学校訪問』を通して、

外国の文化や歴史、生活習慣などに直接触れ、それを受け入れることの大
切さや、世界の人と理解し合うための英語の重要性を学びました。
参加した生徒の中から、各中学校の代表者に海外派遣の報告をしていた

だきましたのでご紹介します。

全 日 程 表
月／日 地 名 スケジュール

1 8／13昔

上三川町

成田空港

午後2時出発式後成田空港へ

空路、オーストラリア・ケアンズへ
（機中泊）

2 8／14析

ケアンズ着
ホームステイ・オリエンテーションとホスト
ファミリーとの対面式

（ホームステイ）

3 8／15隻 ケアンズ郊外 ホストファミリーデー
（ホームステイ）

4 8／16席 ケアンズ郊外 体験学校訪問
（ホームステイ）

5 8／17惜 ケアンズ郊外 体験学校訪問
（ホームステイ）

6 8／18戚

ケアンズ グリーン島見学
夕食はお世話になったホストファミリーと
サヨナラパーティー

（ホームステイ）

7 8／19斥 ケアンズ キュランダ村の1日研修
（ケアンズ泊）

8 8／20昔

ケアンズ

成田空港

上三川町

空路、ケアンズから成田空港へ

バスで成田空港から上三川町へ

参 加 者

本
郷
中

田増 清貴
鈴木 諒介
黒須 瞳
得田彩也香
薬師寺麻里
岡野 友美

上
三
川
中

永岡 宏樹
藤沼 秀典
小口 貴弘
川島 悠輔
猪瀬里佳子
宮前友香利
藤原 沙織
太田 愛梨
鷹箸 理香
馬場はるか

明
治
中

山増 美沙
毛塚茉莉子
吉田 恵実
得橋 未来
藤田 康平
光野 湧人

（敬称略）



8
月
13
日
海
外
派
遣
当
日
、
僕
は
不
安

と
期
待
で
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
成

田
空
港
か
ら
ケ
ア
ン
ズ
に
向
か
い
ま
し

た
。
ケ
ア
ン
ズ
に
着
く
と
、
気
温
15
度
と

肌
寒
く
感
じ
ま
し
た
が
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー

の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
と
10
歳
の
女
の
子
の

マ
ド
リ
ン
は
、
僕
た
ち
を
明
る
く
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
っ
た
ら

英
語
を
積
極
的
に
使
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
考
え
て
い
た
以
上
に
難

し
く
、
会
話
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
ま

ま
で
い
ま
し
た
。

父
の
ア
ン
ド
ル
と
７
歳
の
男
の
子
の
ラ

イ
ア
ン
が
、
釣
り
が
好
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
僕
の
趣
味
が
釣
り
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
緒
に
海
釣
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
こ
の
体
験
が
自
信
へ
と
つ
な
が
り
、

少
し
ず
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
全
員
と

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
少
し
で
も
会
話
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
聞

き
取
れ
な
く
て
も
、
あ
れ
を
し

て
欲
し
い
ん
だ
な
と
い
う
よ
う

に
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な

り
、「
心
の
会
話
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
こ
の
時
の

喜
び
と
達
成
感
は
、
何
と
も
言

え
な
い
ほ
ど
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。

他
に
も
ケ
ア
ン
ズ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
見
学

や
グ
リ
ー
ン
島
、
キ
ュ
ラ
ン
ダ
村
の
観
光

な
ど
、
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出
が

あ
り
ま
す
が
、
特
に
今
回
の
海
外
派
遣
で

得
た
大
切
な
も
の
は
、
や
は
り
「
心
の
会

話
」
で
す
。
僕
は
こ
の
「
心
の
会
話
」
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
海
外
派

遣
を
送
れ
た
の
も
、
引
率
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
役
場
の
方
々
、
J
T
B
添
乗

員
の
保
科
さ
ん
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
E
C

C
の
茂
木
先
生
、
そ
し
て
家
族
の
お
か
げ
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

飛
行
機
の
窓
か
ら
見
え
た
の
は
、
光
の

ま
ば
ら
な
早
朝
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

で
し
た
。
い
よ
い
よ
夢
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対
面
式
は
、

ケ
ア
ン
ズ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
次
々
と
み
ん
な
が
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
去
っ
て
い
く
中
、
私
と
ペ
ア

の
人
の
名
前
が
呼
ば
れ
ま
し
た
。
車
の
中

に
は
、
生
後
5
か
月
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
と

6
歳
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
い
ま
し
た
。
ウ
ィ

リ
ア
ム
に
「A

re
yo

u
W
illia

m
?

」

と
言
う
と
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
う
な
ず
い

て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
英
語
が
通
じ
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
中
は
大
変
で
し
た
。
言
わ
れ

る
こ
と
の
7
割
く
ら
い
は
理
解
で
き
ま
し

た
が
、
子
ど
も
が
話
し
か
け
て
く
る
こ
と

と
、
家
族
ど
う
し
で
話
し
て
い
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
何
よ
り
困
っ
た
の
は
、
言
い
た
い
こ
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は
る
か



と
が
あ
る
の
に
、
ど
の
よ
う
に
言
え
ば
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
伝
え

た
い
け
ど
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
つ
ら

か
っ
た
で
す
。

学
校
訪
問
で
私
が
最
初
に
見
学
し
た
の

は
、
一
番
見
た
か
っ
た
日
本
語
の
授
業
で

し
た
。
向
こ
う
の
生
徒
と
2
・
3
人
の
ペ

ア
を
組
ん
で
、
そ
の
人
の
受
け
る
授
業
を

見
学
す
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
の
で
、
日

本
人
が
自
分
一
人
し
か
い
な
い
授
業
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
語
の
ク
ラ
ス

で
は
、
日
本
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

日
本
で
受
け
る
英
語
の
授
業
よ
り
明
る
い

雰
囲
気
で
し
た
。
そ
の
次
に
見
学
し
た
の

は
、
な
ん
と
英
語
の
授
業
で
、
さ
っ
ぱ
り

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
2
日
目
の
最
初

は
数
学
で
し
た
。
内
容
は
、
1
次
関
数
の

グ
ラ
フ
の
書
き
方
、
そ
し
て
先
生
は
私
の

塾
の
先
生
の
知
り
合
い
で
し
た
。
と
て
も

分
か
り
や
す
く
、
楽
し
い
授
業
で
し
た
。

お
か
げ
で
、
グ
ラ
フ
の
書
き
方
も
覚
え
ら

れ
ま
し
た
。
ペ
ア
の
人
が
答
え
を
間
違
っ

て
い
た
の
で
、
教
え
て
あ
げ
た
り
も
し
ま

し
た
。

本
当
に
い
い
人
と
も
出
会
い
、
い
い
経

験
も
で
き
て
あ
の
学
校
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

上
三
川
中
10
名
の
代
表
に
も
な
り
、
出

発
式
で
生
徒
代
表
の
あ
い
さ
つ
も
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
責
任
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
け
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
英
語
力
も

3
倍
以
上
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
、
他
の
国
に
行
く
こ
と
で
日
本

と
日
本
人
の
良
さ
、
悪
さ
が
分
か
り
ま
し

た
。
将
来
は
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
人

と
出
会
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
回
の
海
外
派
遣
で
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
、
色
々
な
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で
は
、
お
母

さ
ん
の
ポ
ウ
ラ
、
娘
の
ジ
ェ
シ
カ
と
犬
の

デ
イ
ジ
ー
、
猫
の
ク
レ
オ
と
ク
リ
ス
タ
ル

…
プ
ラ
ス
、
た
く
さ
ん
の
ノ
ミ
＆
ダ
ニ
た

ち
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
浴
衣
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
、
一
緒
に
着
方
を
説
明
し
な

が
ら
着
ま
し
た
。
着
物
の
こ
と
は
、
前
か

ら
知
っ
て
い
た
み
た
い
で
、
「O

h

b
e
a
u
tifu

l!

」
と
、
喜
ば
れ
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

お
母
さ
ん
が
優
し
く
て
、
私
た
ち
に
話

す
時
は
、
で
き
る
だ
け
ゆ
っ
く
り
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
て
話
し
て
く
れ
た
の
で
、

何
と
か
会
話
が
で
き
ま
し
た
。
ジ
ェ
シ
カ

の
家
に
は
、
友
だ
ち
が
遊
び
に
き
て
た
の

で
、
一
緒
に
折
り
紙
を
し
た
り
、
近
く
の

教
会
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。2

・
3
日
目
の
現
地
の
学
校
訪
問
で

は
、
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

バ
デ
ィ
ー
を
組
ん
だ
子
は
と
て
も
優
し
く

て
、
他
の
子
が
早
口
で
言
っ
た
こ
と
を
、

私
に
解
る
よ
う
に
簡
単
に
直
し
て
く
れ
た

の
で
会
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
先
住
民
族
は
、
想
像
し

て
い
た
の
と
は
違
っ
て
、
と
て
も
陽
気
な

人
た
ち
で
し
た
。
歌
と
踊
り
が
上
手
で
、

観
て
い
る
ほ
う
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
島
見
学
の
日
の
夜
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ

ー
」
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
明
中
生
は
、

S
M
A
P
の
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」

を
英
語
に
直
し
て
歌
い
ま
し
た
。
今
ま
で

練
習
し
て
き
た
成
果
を
出
せ
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お

別
れ
は
悲
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
過
ご
し
た

時
間
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
、
私
た
ち
が
素
晴
ら
し
い
経
験
が

で
き
た
の
は
、
両
親
や
先
生
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
町
の
教
育
委
員
会
、
そ
の
他

色
々
な
人
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

今
回
の
経
験
を
将
来
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
。
素
敵
な
宝
物
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
い
つ
か
ま
た
行
き
た
い
で
す
。
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国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に

よ
り
3
種
類
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
加

入
の
手
続
き
や
保
険
料
の
納
付
方
法
が
違

い
ま
す
。

第
3
号
被
保
険

者
は
、
自
分
で
保

険
料
を
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
必
ず
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
第
3
号
被
保
険

者
へ
の
種
別
変
更
の
手
続
き
を
す
る
場

合
、
配
偶
者
の
勤
め
る
会
社
（
事
業
主
）

や
共
済
組
合
な
ど
に
届
出
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
届
出
を
す
る
の
が
該
当
年
月
日

（
第
3
号
被
保
険
者
と
な
る
日
）
か
ら
2
年

以
上
遅
れ
る
と
、
届
出
日
よ
り
2
年
以
上

前
の
期
間
は
す
べ
て
保
険
料
未
納
期
間
と

な
り
ま
す
。
届
出
が
遅
れ
た
り
怠
っ
た
り

す
る
と
、
将
来
年
金
額
が
減
っ
た
り
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配
偶

者
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
が

制
度
全
体
で
負
担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
本
人
が
納
め
る
必
要
も
、

配
偶
者
の
給
料
か
ら
2
人
分
の
保
険
料
が

差
引
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
第
3

号
被
保
険
者
の
届
出
に
よ
っ
て
、
天
引
き

さ
れ
る
保
険
料
の
額
が
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
「
第
3
号
被
保
険
者
」
に

関
す
る
届
出
は
、
届
出
も
れ
の
防
止
や
届

出
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
た
め
に
、
平
成

14
年
4
月
よ
り
、
健
康
保
険
被
保
険
者

（
異
動
）
届
と
一
緒
に
、
配
偶
者
の
勤
務
先

の
事
業
主
を
経
由
し
て
、
社
会
保
険
事
務

所
へ
提
出
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。

●
あ
な
た
が
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合

加
入
者
と
結
婚
し
て
、
扶
養
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
時
。

第
1
号
被
保
険
者
か
ら
第
3
号
被
保

険
者
へ
の
種
別
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。

●
あ
な
た
が
会
社
を
退
職
し
て
、
配
偶
者

に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
。
又

は
、
あ
な
た
の
収
入
が
減
っ
て
、
厚
生

年
金
保
険
・
共
済
組
合
加
入
者
で
あ
る

夫
（
妻
）
の
扶
養
に
な
っ
た
時
。

第
2
号
被
保
険
者
か
ら
第
3
号
被
保

険
者
へ
の
種
別
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。

●
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
加
入
者
で

あ
る
夫
（
妻
）
が
転
職
、
又
は
加
入
す

る
年
金
制
度
が
変
わ
っ
た
時
。

第
3
号
被
保
険
者
か
ら
第
3
号
被
保

険
者
へ
の
種
別
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。

（
配
偶
者
が
退
職
し
て
新
た
に
就
職
し

た
場
合
、
引
続
き
第
3
号
被
保
険
者
と

な
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。）

●
第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
場
合

次
の
よ
う
な
時
は
、
住
民
課
窓
口

（
第
1
号
被
保
険
者
）
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
加
入
者
で

あ
る
夫
（
妻
）
が
退
職
（
失
業
）
し
た
時
。

・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
加
入
者
で

あ
る
夫
（
妻
）
と
離
婚
し
た
時
。

・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
加
入
者
で

あ
る
夫
（
妻
）
が
死
亡
し
た
時
。

・
あ
な
た
の
収
入
が
増
え
て
配
偶
者
か
ら

扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
。

第
3
号
被
保
険
者
か
ら
第
1
号
被
保

険
者
へ
の
種
別
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

住
民
課

国
民
年
金
係

牲
○56
9
1
2
7

宇
都
宮
西
社
会
保
険
事
務
所

牲
0
2
8
（
6
2
2
）
4
2
2
2

7

国民
年金

こ
ん
な
時
は
届
出
が
必
要
で
す

第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

加
入
者

学生、自営業者、農林漁
業者、無職、自由業者な
どの人とその配偶者

会社員・公務員など厚生
年金保険の被保険者・
共済組合の加入者

第2号被保険者に扶養さ
れている（年収130万
円未満）の配偶者

届
出
先

住民課窓口 勤務先 配偶者の勤務先

納
付
方
法

国（社会保険庁）から
送付される納付書で各
金融機関・郵便局・一
部のコンビニ・農協、
社会保険事務所などで
納めてください。

厚生年金、共済組合が
必要な額だけを拠出金
としてまとめて支払っ
ています。

配偶者の加入している
年金制度がまとめて支
払っているので、個別
に納める必要はありま
せん。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配
偶

者
の
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

は
ま
っ
た
く
の
誤
解
で
す
。



ドメスティックバイオレンス（DV）ドメスティックバイオレンス（DV）ご存知ですかご存知ですか？

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
人
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
入
院

し
た
時
に
窓
口
で
払
う
一
部
負
担
金
と
、
入

院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
入
院
す

る
予
定
の
あ
る
人
は
事
前
に
申
請
し
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の

初
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」（
低
所
得
Ⅱ
）
の
交
付
を
受
け

て
か
ら
、
過
去
1
年
の
入
院
日
数
（
食
事
療

養
を
受
け
た
日
数
）
が
90
日
を
超
え
た
場
合

も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。「
長
期
該
当
」
と

な
り
、
食
事
代
が
さ
ら
に
減
額
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
保
険
証
・
老
人
保

健
医
療
受
給
者
証
・
印
か
ん
（
長
期
該
当

の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
入
院
日
数
の
わ

か
る
領
収
書
等
）

※
低
所
得
Ⅱ
＝
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
人

低
所
得
Ⅰ
＝
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
、
か
つ
各
種
収
入
か
ら
必

要
経
費
・
控
除
を
差
し
引
い

た
所
得
が
0
円
と
な
る
人

▼
問
い
合
せ
先
＝
保
険
課

国
保
給
付
係

牲
○56
9
1
3
4

とちぎ男女共同参画センター（パルティ）に
配偶者暴力相談支援センターが開設されました。

■このような支援をします。
○保護命令の申請相談
○配偶者や内縁関係の相手からの暴力の相談
○カウンセリング
○自立して生活するための情報提供と支援
■保護命令…ってなに？
被害者が配偶者から、さらなる暴力を受ける

おそれがあるとき、それを防ぐために裁判所に
出してもらう命令のことです。被害者の身辺に
近づくことを禁止する「接近命令」と住居から
退去することを命ずる「退去命令」があります。
■ドメスティックバイオレンスの実態
内閣府の調査によれば20人に一人の女性が

パートナーから命にかかわるほどの暴力を受け
たことがあると答えています。繰り返される暴
力は、女性たちを苦しめるばかりでなく、あな
たの子どもたちにも影響を与えます。どんな影

響か？ 世代を超えてまで
繰り返されると言われてい
ます。
「暴力が繰り返されるが、

どうしてよいかわからない。」
「離婚したいが、追いかけら
れて暴力を振るわれそう。」
「暴力を受け、家にいられな
い。」「娘がパートナーから暴
力を受けている。」このようなパートナーから
の暴力は人権侵害であるにもかかわらず、相談
をためらう傾向がありました。ひとりで悩まな
いで相談してみましょう。そして繰り返される
暴力を断ち切らなければなりません。

▼問い合せ先＝人権擁護課 女性青少年係
牲○56 9152

8

限
度
額
適
用

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

標

負
担
額
減
額
認
定
証

限
度
額
適
用

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

標

負
担
額
減
額
認
定
証

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

老
人
保
健

所得区分
入院時の自己負担限度額
（1か月）

入院時の食事代（1日あたり）

一般の人 4 0 , 2 0 0 円 7 8 0 円

低所得Ⅱ（※）の人 2 4 , 6 0 0 円
90日までの入院

90日を越える入院
（過去1年）

低所得Ⅰ（※）の人 1 5 , 0 0 0 円 3 0 0 円

6 5 0 円

5 0 0 円

配偶者暴力相談支援センター開設

【配偶者暴力相談支援センター】
牲028（665）7714

相談（秘密厳守）・電話相談・
面接相談（要予約）
毎週火曜～土曜日 午前9時～午後4時



自治宝くじ助成で
放送設備などを整備赤ちゃんハイハイ大会参加者募集！

健康福祉まつり

9
月
15
日
、
上
文
挾
自

治
会
か
ら
要
望
が
あ
り
、

公
民
館
で
「
ご
み
の
分
別

に
つ
い
て
の
学
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。内
容
は
、

資
源
物
と
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
に
つ
い
て
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア

コ
ン
、
洗
濯
機
の
家
電
4

品
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
方

法
、
パ
ソ
コ
ン
、
自
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
方
法
な
ど
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
ご
み
の
出
し

方
が
徹
底
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
の
で
、
事
前
に
1

か
月
間
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
状
況
を
写
真
撮
影
し
、
そ
れ

を
も
と
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

生
活
環
境
課
が
担
当
し
て
い

る
分
野
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
生

活
に
直
結
し
て
い
て
、
課
題
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
の
中
で
、
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
遠
慮
な
く
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
、
各
団
体
、

自
治
会
単
位
で
生
活
環
境
上
の

問
題
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
い

こ
と
、
学
習
し
て
み
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
説
明
に
伺

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

生
活
環
境
課

清
掃
係

牲
○56
9
1
3
1
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11月14日に、老
人福祉センターで健
康福祉まつりが開催
されます。
昨年に引き続き、

今年も赤ちゃんとご家
族を対象に、「赤ちゃ
んハイハイ大会」を開
催します。みんなで「ヨーイどん」してみま
せんか。赤ちゃんのとびっきりの笑顔が見ら
れるかもしれませんよ。
参加を希望する人は、健康福祉課までご連

絡ください。
▼日時＝11月14日隻

午前10時30分～12時頃
▼場所＝老人福祉センター集会室
▼対象＝ハイハイができる赤ちゃん（歩ける

子は参加できません）
▼定員＝30人（事前に予約が必要です）
※動きやすい服装で参加してください。最後
に各レースの優勝者によるグランドチャンピ
オン決定戦を行いますので、最後までご参加
ください。最後に参加賞をお渡しします。
▼申込み・問い合せ先＝
健康福祉課 保健衛生係 牲○56 9132

コミュニティの健全な発展を図るため、今
年度も自治宝くじによる助成が行われました。
町内の各コミュニティセンターに、館内放

送設備などの備品を整備し、コミュニティ祭
りや各種教室などに活用しています。

○石田コミュニティセンター
・バッテリー噴霧器・ストレッチマット・
卓球用具
○多功コミュニティセンター
・館内放送設備・カラオケセット・冷蔵庫
○坂上コミュニティセンター
・プロジェクタ及びスクリーン
○本郷北コミュニティセンター
・紙折機・マガジンラック・盆踊り用提灯・
輪投げセット

「
出
前
講
座
承
り
ま
す
」

ごみの
話

ごみの
話

上文挾自治会公民館におけるごみの分別学習会の様子



私たちは、生まれてから現在まで、色々なもの
を食べて成長し元気に活動しています。眠ってい
る時も、体の中では体温を一定に保ったり、心臓
を動かしたり呼吸するなど活発に動いています。
また、体を成長させ活動的に生きていくためには、
必要な栄養素を上手に組み合わせて食べるという
ことが大切になってくるのです。

一日のうちで、最も長い空腹の後の食事は朝食
であり、また、一日の活動の始まりという意味で
も栄養的には最も大切にしなくてはいけません。
朝食をとることにより、頭と体を目覚めさせます。
食べ物を見たり、匂いをかいだりすることで消化
機能の準備も整います。そして、夜間休んでいた
胃や腸を働かせ、食べ物のエネルギーを熱にかえ
て体温を上げます。つまり、朝食は「朝の目覚ま
し時計」なのです。
また、朝食にはもう一つ大切な働きがあります。

毎朝脳がスムーズに活動するためには、事前に体
に蓄えられているエネルギーは使えません。脳は、
朝食の中のご飯やパンなどに含まれている炭水化

物を、体内分解したブドウ糖をエネルギー源とし、
それらを使って活動しているのです。飲みすぎた
とか朝寝坊したからといって、朝食を抜いてばか
りでは、午前中の勉強や仕事の能率も上がりませ
ん。また、様々な病気を招く原因となります。で
すから、毎日朝のうちに、必要なエネルギーにな
る食品をとらなければならないのです。

健康を維持するためには、「朝食をしっかり、夕
食を軽めに」が理想的な食事といえます。朝食を
抜くと1日2食になります。空腹のまま活動して
体内のエネルギーを使いきった後に、いわゆる
「どか食い」を繰り返してしまった結果、体に脂肪
がつき肥満にもつながります。朝食をきちんとと
るために以下のことを心がけてみましょう。
★いつもより少し早めに起きてみましょう。
★一口でよいので食べることを習慣にしましょう。
★手軽なものから朝食作りを挑戦してみましょう。
★朝に食欲がない人は、夕食を軽めにしておきま
しょう。

★夜食をとる習慣のある人は、夕食後は食べない
ようにしましょう。

10

～元気な一日を
過ごすために～をとりましょう

①すぐ食べられるものを探してみましょう。
まずは冷蔵庫や食品棚に買い置きしたもの
を点検してみましょう。

▼問い合せ先＝健康福祉課 保健衛生係
牲○56 9132

人はなぜ食べるの？

なぜ朝食は大切なの？

さあ、朝食を食べましょう

一日のスタートは朝食から

②簡単な朝食を作ってみましょう

③組み合わせ上手になりましょう

ぞうすい

（風味調味料を
使用すると簡単）

塩・しょうゆで
味をつける

ありあわせの野菜や肉をきざむ

みそ汁


